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                 R3.１.２７              

  ２月になります。２日は節分。３日は立春。暦の上では季節は「春」になりますが、まだまだ

空気も乾燥し、厳しい寒さが続きます。風邪やコロナ感染症の予防のためにも、体の抵抗力を付

けることが大切です。栄養バランスの良い食事や睡眠を十分にとるようにしましょう。また、マ

スクの予備を常にランドセルに入れておいてください。学校では、手洗い、換気、そして、重ね

着による防寒の指導をしていますので、各家庭でもご協力よろしくお願いします。 

２月の行事予定                           

日 月 火 水 木 金 土 

 １ 

 

２ 

委員会活動 

３ ４ ５ ６ 

給食当番【２１・２２・２３・２４】 

７ ８ ９ 

クラブ活動 

１０ 

 

１１ 

建国記念の日 

１２ １３ 

給食当番【２５・２６・２７・２８】 

１４ １５ １６ 

 

１７ 

 

１８ 

 

１９ 

 

２０ 

給食当番【２９・３０・３１・３２】 

２１ ２２ 

６年生を送る会

（この週で実施） 

２３ 

天皇誕生日 

２４ 

 

２５  ２６ 

創立記念日 

 

２７  

給食当番【１・２・３・４】 

＜３月の主な行事＞          

１日（月）特別日課～５日（金）        

１日（月）体育館シート敷き      17日（水）卒業式練習  

２日（火）委員会活動         18日（木）卒業式式場準備 

９日（火）卒業式練習         19日（金）卒業式→11：40一斉下校  

11日（木）卒業式練習           24日（水）修了式→5年生 13：10下校 

15日（月）卒業式予行練習        29日（月）離任式 

 

２月の学習予定 

国語 伝わる表現を選ぼう この本、おすすめします 提案しよう、言葉とわたしたち 

社会 わたしたちの生活と環境 

算数 帯グラフと円グラフ  変わり方調べ  正多角形と円周の長さ  

理科 電流と電磁石 

音楽 気持ちを合わせて 

図工 見つけて！ワイヤードリーム  そっと見てね、ひみつの景色 

家庭 食べて元気に 生活を支えるお金と物  

体育 縄跳び、跳び箱、保健 

総合 環境会議を開こう 

道徳 この思いフェルトペンにたくして  20分間の出来事  お客様  すれちがい 

外国語 友達になってみたい人をしょうかいしよう 

○図工の材料・用具について 

①「見つけて！ワイヤードリーム」P２２ …… 2月３日（水）に使います。 

この学習の材料は、教材費より一括購入します。作品作りに、ペンチを使用しますが、数が不

足していますので、家庭にありましたらタオル等で巻いて持たせてください。 

②「そっと見てね、ひみつの景色」P４２ ……２月１７日（水）に使います。 

この学習では、自分の好きな場所を箱の中に表現します。各自、必要な材料を準備してくださ

い。 【材料】・箱 → 靴の空き箱位の大きさ  

（材料例）→折り紙 リボン ひも 布 等、身近にあるもの 

   【用具】・両面テープ ・木工用ボンド ・セロテープ ・ホチキス 

○給食週間を振り返って 1月２２日まで給食週間が実施されました。期間中、調理員さんへの

感謝の手紙贈呈や、給食カルタの作品展示などが行われました。また、全国のご当地メニューとし

て、めずらしい給食が提供され、毎日興味深そうに給食を食べていました。また、給食委員会によ

る活動として、給食や食の安全に関するクイズが出されました。家庭科では、五大栄養素について

学習をしています。給食献立表を見ながら自分達が毎日食べている給食が、栄養の 

バランスを考えて提供されていることに改めて気付くことができました。 

 

 

 

 

 

 

～心の広場～ 感染症から生まれる差別・偏見をどうなくしていくかを考える授業を行いました。新型

コロナウイルス感染症の影響が続く中、日常の生活にも、一部に制限があり、新しい工夫が求められてい

る状況が続いています。学校でも、感染症予防を続けていきますが、新型コロナウイルス感染症には誰も

がかかる可能性があることを前提に、今回、日本赤十字社監修の「新型コロナウイルスがもたらす３つの

感染症」の考え方をもとに、差別と偏見について考えました。 

 ご家庭でも、ニュースを見ながら、「東京から来ないでほしい」「あそこの人、コロナになったらしい

わよ。」など何気なく発した大人たちの反応は、子ども達の受け止め方に大きく影響します。今回の授業

をはじめ継続して指導していきますが、ご家庭でも正しい理解のもとに行動できるよう、ご協力よろしく

お願いいたします。 


